
(57)【要約】
【課題】液晶基板を再生するためのポリイミド膜用剥離剤組成物及びその剥離剤組成物を
使用した液晶基板を再生する方法を提供する。
【解決の手段】水酸化ナトリウム、ジメチルスルフォキシド及び水を含有してなるポリイ
ミド膜用剥離剤組成物、並びに、液晶基板上のポリイミド配向膜を、上記ポリイミド膜用
剥離剤組成物を用いて溶解する工程、及び、上記液晶基板から上記ポリイミド配向膜を剥
離する工程を有する液晶基板の再生方法。
【選択図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド 及 び 水 を 含 有 し て な る ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤
組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
水 酸 化 ナ ト リ ウ ム を ２ ～ ４ ０ 重 量 ％ 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド を ５ ～ ４ ０ 重 量 ％ 、 及 び 、
水 を ５ ０ ～ ９ ３ 重 量 ％ 含 有 す る 請 求 項 １ 記 載 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
液 晶 基 板 上 の ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 を
用 い て 溶 解 す る 工 程 、 及 び 、
前 記 液 晶 基 板 か ら 前 記 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 剥 離 す る 工 程
を 有 す る 液 晶 基 板 の 再 生 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル 基 板 の 製 造 に 用 い ら れ る ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 な ど の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥
離 剤 組 成 物 に 関 す る 。 ま た 、 液 晶 基 板 上 に 形 成 さ れ た 、 形 成 不 良 な ど の 理 由 に よ っ て 不 要
と な っ た ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 溶 解 し て 、 基 板 を 再 生 す る 液 晶 基 板 の 再 生 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 は 、 液 晶 基 板 の 製 造 に 用 い ら れ る ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 剥 離 す
る 際 に 用 い ら れ る 。 液 晶 基 板 の 製 造 は 、 た と え ば 、 以 下 の よ う に 行 わ れ る ： ま ず 、 ガ ラ ス
等 の 基 板 上 に Ａ ｌ 等 の 金 属 膜 を Ｃ Ｖ Ｄ や ス パ ッ タ 等 の 方 法 で 積 層 さ せ る ； そ の 金 属 膜 の 上
面 に フ ォ ト レ ジ ス ト を 膜 付 け し 、 そ の 表 面 に 露 光 、 現 像 等 の 処 理 を 行 っ て パ タ ー ン を 形 成
す る ； パ タ ー ン 形 成 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト を マ ス ク と し て 金 属 膜 を エ ッ チ ン グ す る ； エ ッ
チ ン グ 後 、 不 要 と な っ た フ ォ ト レ ジ ス ト を フ ォ ト レ ジ ス ト 用 剥 離 剤 組 成 物 を 用 い て 剥 離 ・
除 去 す る ； こ れ ら の 作 業 を 繰 り 返 し た 後 、 基 板 上 に ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
と こ ろ が 、 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 に ム ラ 、 キ ズ な ど で 不 良 が 発 生 す る と 、 そ の 基 板 は 不 良 品 と
な る 。 基 板 を 再 生 す る に は ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 除 去 す る 必 要 が あ る が 、 一 般 に こ れ ら の ポ
リ イ ミ ド 配 向 膜 は 焼 成 を 行 っ て お り 、 一 度 形 成 す る と 完 全 に 除 去 す る の は 困 難 で あ っ た 。
ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 の 溶 解 技 術 に 関 し て は 、 特 許 文 献 １ に は 、 脂 肪 族 ア ル コ ー ル 、 脂 肪 族 ア
ミ ン 、 ア ル カ リ 金 属 及 び 水 を 主 成 分 と す る 樹 脂 エ ッ チ ン グ 液 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 特
許 文 献 ２ に は 、 モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ま た は モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン を 含 む 材 料 を 用 い て 有
機 配 向 膜 を 除 去 す る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ に は 水
酸 化 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 水 溶 液 、 ア ミ ン 系 溶 剤 、 エ ー テ ル 系 溶 剤 及 び ／ 又 は ケ ト ン
系 溶 剤 を 主 成 分 と す る 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 系 配 向 膜 用 剥 離 剤 が 記 載 さ れ て い る 。 し か し 、 こ
れ ら 技 術 で は 、 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 の 溶 解 性 が 不 十 分 で 、 剥 離 に 長 時 間 を 要 し 、 実 用 的 で は
な か っ た 。 そ の た め ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 に 不 良 が 発 生 し た 場 合 、 基 板 は 廃 棄 さ れ て い た 。 そ
こ で 、 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 に 不 良 が 発 生 し た 場 合 、 基 板 を 再 生 す る た め に 、 ポ リ イ ミ ド 配 向
膜 を 短 時 間 で 簡 便 に 除 去 可 能 な 剥 離 剤 が 望 ま れ て い た 。 ま た 、 実 際 の 生 産 で は 、 例 え ば 、
印 刷 法 を 用 い た ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 形 成 に お い て は 、 版 を 交 換 し た と き 、 事 前 に 何 枚 か 基 板
に ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 試 し 刷 り し て 、 充 分 な 特 性 の も の が 得 ら れ て か ら 、 製 品 用 の ポ リ イ
ミ ド 配 向 膜 の 形 成 を 開 始 す る 。 す な わ ち 、 基 板 に ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 形 成 し て 、 テ ス ト 評
価 を 行 う 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な テ ス ト 評 価 用 に お い て も 、 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 形 成
し た 基 板 は 再 生 さ れ る こ と な く 廃 棄 さ れ て い た た め 、 基 板 を 再 生 で き る よ う に 、 ポ リ イ ミ
ド 配 向 膜 を 短 時 間 で 簡 便 に 除 去 可 能 な 剥 離 剤 が 望 ま れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － １ ９ ５ ２ １ ４ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ５ － ２ １ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ２ ９ １ ７ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 の 現 状 に 鑑 み 、 本 発 明 の 目 的 は 、 液 晶 基 板 な ど を 再 生 す る た め の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離
剤 組 成 物 及 び そ の 剥 離 剤 組 成 物 を 使 用 し た 液 晶 基 板 を 再 生 す る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す べ く 、 種 々 の 実 験 を 重 ね た 結 果 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、
ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド 及 び 水 を 含 有 す る ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 が 、 ポ リ イ ミ ド 膜
を 短 時 間 で 溶 解 す る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 の 知 見 に 基 づ い て な さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 水 酸 化 ナ ト リ
ウ ム 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド 及 び 水 を 含 有 し て な る ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 液 晶 基 板 上 の ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 、 上 記 ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 を
用 い て 溶 解 す る 工 程 、 及 び 、 上 記 液 晶 基 板 か ら 上 記 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 剥 離 す る 工 程 を 有
す る 液 晶 基 板 の 再 生 方 法 で も あ る 。
以 下 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド 及 び
水 を 含 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 に お い て 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 含 有 量 は 好 ま し く は
２ ～ ４ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ５ ～ ３ ０ 重 量 ％ で あ る 。 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム の 添 加 量 が 上
記 の 範 囲 の 場 合 は 、 十 分 な ポ リ イ ミ ド 膜 の 溶 解 性 を 得 ら れ る 。 一 方 、 上 記 の 範 囲 の 上 限 を
超 え る 場 合 は 剥 離 剤 組 成 物 の 粘 度 が 高 く な り 扱 い に く く な る と 同 時 に 、 剥 離 剤 組 成 物 が ２
層 に 分 離 す る お そ れ が あ り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 に お い て 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド の 含 有 量 は 好 ま
し く は ５ ～ ４ ０ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は １ ０ ～ ３ ０ 重 量 ％ で あ る 。 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ
ド の 含 有 量 が 上 記 の 範 囲 の 場 合 は 、 十 分 な ポ リ イ ミ ド 膜 の 溶 解 性 を 得 ら れ る 。 一 方 、 上 記
の 範 囲 の 上 限 を 超 え る 場 合 は 他 成 分 の 含 有 量 が 減 少 す る た め 、 十 分 な 樹 脂 溶 解 性 を 得 ら れ
な い の と 同 時 に 、 剥 離 剤 組 成 物 が ２ 層 に 分 離 す る お そ れ が あ り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 に お い て 、 使 用 す る 水 の 含 有 量 は 好 ま し く は ５ ０ ～
９ ３ 重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は ６ ０ ～ ９ ０ 重 量 ％ で あ る 。 水 の 含 有 量 が 上 記 の 範 囲 の 下 限 未
満 の 場 合 は 、 十 分 な ポ リ イ ミ ド 膜 の 溶 解 性 を 得 ら れ な い の と 同 時 に 、 剥 離 液 組 成 物 が ２ 層
に 分 離 す る お そ れ が あ り 好 ま し く な い 。 一 方 、 上 記 の 範 囲 の 上 限 を 超 え る 場 合 は 他 成 分 の
含 有 量 が 減 少 す る た め 、 ポ リ イ ミ ド 膜 の 溶 解 性 が 低 下 す る お そ れ が あ り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 成 分 に 加 え て 、 本 発 明 の ポ リ イ ミ ド 膜 剥 離 剤 組 成 物 に は 、 本 発 明 の 効 果 を 損 な わ な い
範 囲 で 添 加 剤 を 加 え る こ と が で き る 。 添 加 剤 と し て は 、 界 面 活 性 剤 を 挙 げ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
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上 記 界 面 活 性 剤 と し て は 、 例 え ば 、 高 級 ア ル コ ー ル 類 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル
類 、 ア ル キ ル ア ミ ン － エ チ レ ン オ キ シ ド 付 加 物 、 ア ル キ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸 及 び そ の 塩
、 シ リ コ ー ン オ イ ル 類 、 パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 塩 、 パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル カ ル
ボ ン 酸 塩 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 液 晶 基 板 の 再 生 方 法 は 、 液 晶 基 板 上 の ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 、 本 発 明 の ポ リ イ ミ ド
膜 用 剥 離 剤 組 成 物 を 用 い て 溶 解 す る 工 程 、 及 び 、 上 記 液 晶 基 板 か ら 上 記 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜
を 剥 離 す る 工 程 、 を 含 む 。 以 下 、 例 示 に よ り 、 本 発 明 の 液 晶 基 板 の 再 生 方 法 を 説 明 す る 。
ま ず 、 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 が 形 成 さ れ た 基 板 を 用 意 す る 。 上 記 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 の 材 料 と し
て は 、 例 え ば 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、 カ ッ プ リ ン グ 剤 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ
ル お よ び Ｎ － メ チ ル － ２ － ピ ロ リ ド ン （ Ｎ Ｍ Ｐ ） を 主 成 分 と す る 配 向 膜 材 料 等 で あ っ て よ
い が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 次 に 、 こ の 基 板 の ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 本 発 明 の
ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 を 用 い て 溶 解 す る 。 上 記 溶 解 は 、 液 晶 基 板 を 本 発 明 の ポ リ イ
ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 中 に 、 例 え ば 、 室 温 ～ ６ ０ ℃ 、 １ ～ ５ 分 間 浸 漬 し て 行 う こ と が で き
る 。 必 要 に よ り 組 成 物 液 を 攪 拌 す る か 、 又 は 、 基 板 を 振 動 し て も よ い 。 組 成 物 液 中 に 浸 漬
し て ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 溶 解 し た 後 、 好 ま し く は 純 水 で 、 溶 解 し た ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 含
む 組 成 物 液 を 洗 浄 除 去 し 、 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 基 板 か ら 剥 離 す る 。 そ の 後 、 エ ア ー ガ ン 、
好 ま し く は 窒 素 ガ ス で 、 基 板 上 の 液 体 を 吹 き 飛 ば す 。 ま た は 、 溶 解 し た ポ リ イ ミ ド 配 向 膜
を 含 む 組 成 物 液 を エ ア ー ガ ン 等 で 吹 き 飛 ば し ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 剥 離 除 去 し て も よ い 。 ポ
リ イ ミ ド 配 向 膜 を 剥 離 除 去 し た 基 板 に ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 を 再 度 コ ー テ ィ ン グ し 、 正 常 な 基
板 が 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に 基 づ い て 更 に 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。 例 え ば 、 本 発 明 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 は 、 特 に ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 の
剥 離 に 好 適 な も の で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 配 向 膜 以 外 の ポ リ イ ミ ド 膜
に も 適 用 可 能 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 例 １ ～ ５ 、 比 較 例 １ ～ ４
ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、 カ ッ プ リ ン グ 剤 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル お よ び Ｎ － メ
チ ル － ２ － ピ ロ リ ド ン （ Ｎ Ｍ Ｐ ） を 主 成 分 と す る 配 向 膜 材 料 を ガ ラ ス 基 板 上 に 塗 布 し 、 ２
０ ０ ℃ で ６ ０ 分 焼 成 し 、 ポ リ イ ミ ド 膜 厚 を ５ ０ ０ ～ ９ ０ ０ オ ン グ ス ト ロ ー ム と し た 基 板 を
剥 離 対 象 物 と し た 。
こ の 剥 離 対 象 物 を 表 １ に 示 す 組 成 を 有 す る ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 中 に ５ ０ ℃ で
３ 分 間 浸 漬 し た 後 、 純 水 で 洗 浄 し 、 Ｎ ２ ガ ス を 用 い た エ ア ー ガ ン で 純 水 を 吹 き 飛 ば し 、 自
然 乾 燥 さ せ た 。 処 理 後 の 剥 離 対 象 物 を 目 視 で 観 察 し 、 以 下 の よ う に 評 価 し た 。 結 果 を 表 １
に 示 す 。
○ ： 剥 離 残 り な し
△ ： わ ず か に 剥 離 残 渣 が 確 認 さ れ る
× ： 剥 離 残 渣 が 多 く 確 認 さ れ る
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 表 １ に お い て 、 組 成 物 成 分 の 略 称 は 以 下 の 通 り で あ る ：
Ｎ ａ Ｏ Ｈ ： 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム
Ｄ Ｍ Ｓ Ｏ ： ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド
Ｐ Ｗ ： 純 水
Ｍ Ｅ Ａ ： モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン
Ｔ Ｍ Ａ Ｈ ： 水 酸 化 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム
Ｂ Ｄ Ｇ ： ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル モ ノ ブ チ ル エ ー テ ル
Ｅ Ｇ ： エ チ レ ン グ リ コ ー ル
【 ０ ０ １ ９ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
表 １ の 結 果 よ り 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 ジ メ チ ル ス ル フ ォ キ シ ド 、 及 び 水 を 含 有 す る 剥 離 剤
組 成 物 は ポ リ イ ミ ド 膜 を 剥 離 で き る こ と が わ か る （ 実 施 例 １ ～ ５ ） 。 一 方 、 モ ノ エ タ ノ ー
ル ア ミ ン か ら な る 剥 離 剤 組 成 物 （ 比 較 例 １ ） 、 水 酸 化 テ ト ラ エ チ ル ア ン モ ニ ム 、 ア ミ ン 系
溶 剤 、 エ ー テ ル 系 溶 剤 、 及 び 水 を 含 有 す る 剥 離 剤 組 成 物 （ 比 較 例 ２ ） 、 水 酸 化 ア ル カ リ 、
脂 肪 族 ア ミ ン 及 び 脂 肪 族 ア ル コ ー ル を 含 有 す る 剥 離 剤 組 成 物 （ 比 較 例 ３ ） 、 水 酸 化 ア ル カ
リ と 水 か ら な る 剥 離 剤 組 成 物 （ 比 較 例 ４ ） は 剥 離 性 が 不 十 分 で あ る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の ポ リ イ ミ ド 膜 用 剥 離 剤 組 成 物 は 、 ポ リ イ ミ ド 膜 の 剥 離 性 に 優 れ て い る の で 、 不 良
の あ る ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 や テ ス ト 評 価 用 ポ リ イ ミ ド 配 向 膜 な ど を 剥 離 す る こ と に よ り 、 液
晶 基 板 な ど の 再 生 に 用 い る こ と が で き る 。
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